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よ
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韓国のがん対策  

韓
国
の
が
ん
対
策
が
今
、
注
目
さ
れ
て
い
 
 

る
ご
」
の
数
年
で
が
ん
検
診
の
受
診
率
を
急
 
 

上
昇
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
、
今
年
は
5
0
％
 
 

に
達
し
た
。
政
府
が
無
料
検
診
を
拡
大
さ
せ
 
 

る
一
方
で
、
民
間
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
活
発
 
 

だ
。
米
国
で
は
長
年
の
が
ん
対
策
と
高
い
乳
 
 

が
ん
検
診
受
診
率
で
、
死
亡
率
の
低
下
と
い
 
 

う
成
果
を
上
げ
る
。
日
本
で
は
政
府
が
掲
げ
 
 

る
目
標
「
が
ん
検
診
受
診
率
5
0
％
」
の
到
遷
 
 

へ
の
通
が
見
え
て
こ
な
い
。
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予
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鏡
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ら
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市
郊
外
に
あ
る
韓
国
国
 
 

立
が
ん
セ
ン
タ
ー
は
が
ん
の
専
門
 
 

治
彊
と
研
究
で
知
ら
れ
る
。
0
7
年
 
 

6
月
、
最
新
鋭
設
備
を
備
え
た
が
 
 

ん
予
防
検
診
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
 
 

た
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房
X
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冒
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視
鏡
検
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な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
診
を
一
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に
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け
る
こ
と
が
で
き
る
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禁
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指
導
な
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予
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に
も
力
を
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る
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準
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な
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用
は
男
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ォ
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円
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性
1
2
5
万
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言
約
8
万
円
）
。
 
 
 

こ
う
し
た
私
費
検
診
以
外
に
公
 
 

的
が
ん
検
診
が
あ
り
、
低
所
得
者
 
 

は
地
元
の
医
群
機
関
で
無
料
の
が
 
 

ん
検
診
を
受
け
ら
れ
る
。
 
 
 

「
0
8
年
の
が
ん
検
診
受
診
率
が
 
 

平
均
5
0
ニ
ー
％
に
達
し
た
。
0
4
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の
鍋
・
8
％
か
ら
1
1
・
9
啓
増
」
 
 
 

同
が
ん
セ
ン
タ
ー
が
1
1
月
2
5
 
 

日
、
受
診
率
調
査
結
果
を
発
表
し
 
 

た
。
国
が
勧
め
る
5
種
類
の
検
診
 
 

の
対
象
者
と
そ
れ
に
対
す
る
受
診
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率
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歳
以
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、
毎
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）
3
9
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7
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▽
肝
が
ん
（
4
0
歳
以
上
の
B
型
・
 
 

C
塾
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
壱
ら
、
 
 

半
年
ご
と
）
1
9
・
7
％
▽
乳
が
ん
 
 

（
4
0
歳
以
上
、
2
年
ご
と
）
4
9
・
 
 

3
％
▽
子
宮
吸
が
ん
（
3
0
歳
以
 
 

上
、
2
年
ご
と
）
5
9
・
9
％
だ
の
 
 

h
与
h
∵
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伸
び
の
理
由
を
朴
恩
撤
・
同
が
 
 

ん
セ
ン
タ
ー
が
ん
対
策
研
究
所
長
 
 

は
「
無
料
で
検
診
を
受
け
ら
れ
る
 
 

人
の
拡
大
な
ど
対
策
の
効
果
が
大
 
 

き
い
。
国
民
へ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 
 

も
浸
透
し
て
き
た
」
と
語
る
。
 
 
 

受
診
率
調
査
結
果
は
、
国
が
進
 
 

め
る
公
的
検
診
と
、
自
己
負
担
の
 
 

私
費
検
診
の
合
計
だ
が
、
公
的
検
 
 

診
が
3
分
の
2
を
占
め
る
。
 
 
 

国
の
が
ん
政
策
に
関
与
し
て
き
 
 

た
朴
所
長
に
よ
る
と
、
低
所
得
者
 
 

屑
が
検
診
を
無
料
で
受
け
ら
れ
る
 
 

制
度
が
拡
充
し
て
き
た
。
0
2
年
に
 
 

は
対
象
者
の
2
0
％
が
無
料
だ
っ
た
 
 

が
、
0
3
年
に
諷
％
、
恨
年
に
5
0
％
 
 

に
拡
大
。
無
料
で
な
い
高
所
得
者
 
 

も
、
公
的
検
診
な
ら
自
己
負
担
は
 
 

検
診
鷺
用
の
2
割
で
、
来
年
か
ら
 
 

1
割
に
下
が
る
。
韓
国
の
医
綬
は
 
 

国
民
皆
保
険
で
、
検
診
費
用
の
多
 
 

く
は
健
康
保
険
で
カ
バ
ー
さ
れ
、
 
 

低
所
得
者
層
は
国
や
地
方
自
治
体
 
 

の
補
助
も
あ
る
。
健
康
保
険
と
国
 
 

・
地
方
を
合
わ
せ
た
が
ん
検
診
予
 
 

算
は
0
6
年
に
は
8
1
3
億
”
寸
で
、
 
 

米
国
で
は
7
1
年
、
当
時
の
ニ
ク
 
 

ソ
ン
大
統
領
が
「
が
ん
と
の
戦
 
 

争
」
を
宣
言
し
、
が
ん
対
策
法
が
 
 

成
立
し
て
以
来
、
国
を
挙
げ
て
が
 
 

ん
に
よ
る
死
亡
率
を
下
げ
る
こ
と
 
 

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
 
 
 

0
2
年
に
比
べ
て
ほ
ぼ
倍
増
し
た
。
 
 
 

乳
減
症
経
験
者
で
も
あ
る
看
葦
 
 

師
の
金
秀
・
延
世
大
著
進
学
部
助
 
 

蔓
は
「
数
年
前
は
が
ん
検
診
へ
 
 

の
国
民
の
関
心
は
低
か
っ
た
。
今
 
 

は
関
心
が
高
ま
っ
て
、
検
診
の
無
 
 

料
化
が
進
み
、
が
ん
愚
者
へ
の
医
 
 

併
設
神
助
も
拡
充
し
て
治
綬
を
受
 
 

け
や
す
く
な
っ
た
」
と
い
う
。
 
 
 

検
診
受
診
率
の
向
上
は
早
期
発
 
 

ノ
ド
ニ
≡
 
 

見
に
つ
な
が
る
。
鹿
東
栄
・
ソ
ウ
 
 

ル
大
医
学
部
教
授
（
外
科
）
に
よ
 
 

る
と
、
韓
国
の
乳
が
ん
患
者
の
う
 
 

ち
0
期
と
い
う
早
期
が
ん
の
割
合
 
 

は
9
6
年
に
4
％
だ
っ
た
が
、
0
7
年
 
 

に
は
1
5
％
程
度
ま
で
増
え
た
。
政
 
 

教
接
が
役
員
を
務
め
る
緑
園
乳
方
 
 

健
康
財
団
は
0
1
年
ご
ろ
か
ら
乳
が
 
 

ん
検
診
を
訴
え
る
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
 
 

選
働
痩
礪
憾
的
に
進
め
て
い
る
。
 
 
 

柳
様
永
・
ソ
ウ
ル
大
医
学
部
教
 
 

授
（
控
学
）
は
「
国
が
計
画
的
に
 
 

が
ん
対
策
を
進
め
て
き
た
成
果
 
 

だ
」
と
語
る
。
9
6
年
に
始
ま
っ
た
 
 

国
の
が
ん
対
策
1
0
カ
年
計
画
が
0
6
 
 

年
か
ら
第
2
次
計
画
に
引
き
継
が
 
 

れ
、
予
防
、
検
診
、
治
療
、
緩
和
 
 
 

国
あ
げ
て
乳
が
ん
対
策
 
 

特
に
、
乳
が
ん
は
早
期
発
見
・
 
 

治
蝶
に
よ
る
効
果
が
大
き
く
、
力
 
 

点
が
健
か
れ
た
。
9
0
年
に
は
「
乳
 
 

が
ん
・
子
宮
が
ん
予
防
治
耕
法
」
 
 

が
成
立
し
、
低
所
得
者
向
け
の
公
 
 

的
医
辞
保
険
「
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
」
 
 

の
加
入
者
も
無
料
で
検
診
が
受
け
 
 

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
米
国
対
 
 

■
1
 
 
－
 
 
 
－
－
－
－
1
－
1
－
－
－
－
1
■
■
－
■
－
一
一
－
－
－
－
I
 
－
 
 

ケ
ア
に
包
括
的
に
取
り
組
む
。
 
 

日
本
は
罰
～
3
0
％
 
 

一
方
、
日
本
で
は
昨
年
、
政
府
 
 

が
「
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
」
 
 

を
決
め
、
が
ん
検
診
受
診
率
を
5
 
 

年
以
内
に
5
0
％
以
上
に
す
る
目
標
 
 

を
掲
げ
る
。
し
か
し
、
受
診
率
は
 
 

乳
が
ん
検
診
が
2
0
・
3
％
な
ど
、
 
 

胃
・
肺
・
大
腸
・
乳
・
子
宮
が
ん
 
 

の
検
診
で
2
0
～
3
0
％
程
度
だ
（
0
7
 
 

年
、
国
民
生
活
基
礎
調
査
）
。
 
 
 

日
本
で
は
市
町
村
が
住
民
向
け
 
 

に
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い
る
 
 

が
、
財
政
事
情
が
舵
し
い
と
検
診
 
 

予
界
を
増
や
し
て
受
診
率
を
向
上
 
 

さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
。
設
備
や
 
 

予
舞
の
制
約
で
検
診
受
診
者
数
を
 
 

制
限
し
て
い
る
場
合
す
ら
あ
る
。
 
 
 

葛
永
祐
民
・
愛
知
県
が
ん
セ
ン
 
 

タ
ー
名
誉
総
長
（
控
学
）
は
「
今
 
 

の
市
町
村
検
診
で
予
算
の
急
増
は
 
 

難
し
く
、
5
0
％
達
成
は
無
理
が
あ
 
 

る
。
公
的
医
窮
保
険
か
ら
予
防
給
 
 

付
と
し
て
が
ん
検
診
頻
用
を
出
す
 
 

な
ど
、
受
診
率
を
上
げ
る
抜
本
的
 
 

な
対
策
が
必
要
だ
」
と
語
る
。
 
 な

ど
で
早
期
検
診
の
孟
要
性
や
無
 
 

料
検
診
を
案
内
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
 
 

ト
を
配
る
ほ
か
、
検
診
を
予
約
し
 
 

た
人
が
莫
際
に
来
る
よ
う
に
、
交
 
 

通
費
を
渡
す
場
合
も
あ
る
。
 
 
 

0
1
年
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
始
め
て
 
 

以
来
、
1
万
6
千
人
以
上
が
無
料
 
 

検
診
を
受
け
、
6
5
人
に
乳
が
ん
が
 
 

見
つ
か
っ
た
。
が
ん
が
見
つ
か
っ
 
 

た
場
合
は
、
州
が
無
料
で
治
標
を
 
 

連
供
す
る
場
合
も
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
昨
年
、
「
0
0
年
以
降
、
 
 

検
診
受
診
率
が
4
％
下
が
っ
た
」
 
 

と
の
論
文
が
発
表
さ
れ
た
。
理
由
 
 

は
明
確
で
な
い
が
、
特
に
5
0
～
6
4
 
 

歳
の
年
齢
層
と
高
所
得
者
層
で
受
 
 

診
し
な
い
人
が
増
え
て
お
り
、
専
 
 

門
家
は
死
亡
率
の
上
昇
に
つ
な
が
 
 

ら
な
い
か
懸
念
し
て
い
る
。
 
 
 

が
ん
協
会
は
、
4
0
歳
以
上
の
女
性
 
 

は
毎
年
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
 
 

診
を
受
け
る
よ
う
勧
め
て
い
る
 

受
診
率
は
8
7
年
の
3
9
％
か
ら
仙
年
 
 

は
7
0
％
に
上
昇
。
そ
の
結
果
、
死
 
 

亡
率
は
9
0
年
か
ら
0
4
年
に
か
け
て
 
 

毎
年
2
・
2
％
下
が
っ
た
。
 
 
 

だ
が
白
人
に
比
べ
、
黒
人
や
ヒ
 
 

ス
パ
ニ
ッ
ク
系
の
人
ら
の
受
診
率
 
 

は
低
く
、
死
亡
率
の
低
下
も
鈍
 
 

い
。
全
米
に
約
4
6
0
0
万
人
い
 
 

る
無
保
険
者
ら
へ
の
対
策
が
大
き
 
 

な
課
題
で
、
自
治
体
や
N
G
O
な
 
 

ど
が
取
り
組
み
を
重
ね
て
い
る
。
 
 
 

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
ボ
ル
テ
ィ
モ
 
 

ア
市
で
は
、
市
が
無
料
検
診
を
提
 
 

供
し
て
い
る
。
人
口
約
8
万
人
の
 
 

同
市
は
、
黒
人
が
6
割
以
上
一
ゼ
占
 
 

め
、
4
分
の
1
の
住
民
が
 
 

に
属
す
る
。
ス
ー
パ
ー
や
 
 
鍼
銅
 
 



が
ん
で
命
を
落
と
さ
な
い
た
め
に
 
 

今
す
ぐ
で
き
る
こ
と
が
■
が
ん
検
診
し
 
 
 

欧
米
で
裟
少
し
て
い
る
が
ん
の
死
亡
番
数
が
、
日
本
で
鐘
え
て
い
ま
 
 

す
。
そ
の
≠
笥
の
l
つ
が
、
霊
芝
の
受
慧
T
の
低
竜
早
期
発
見
卓
報
 
 

治
療
の
カ
ギ
と
簑
ん
檎
鯵
の
貴
賓
性
に
つ
い
て
、
東
京
大
学
医
学
節
付
 
 

属
オ
量
・
■
和
ケ
ア
裟
杭
叢
の
中
川
竺
先
生
に
、
日
本
 
 

対
ガ
ん
豊
主
事
毒
の
煽
見
知
司
さ
ん
が
辱
償
聞
き
余
し
た
．
 
 

■
 
●
，
▼
－
－
，
～
－
－
■
－
■
 
■
 
r
‘
■
▲
 
●
 
■
 
1
‖
 
■
 
■
し
 
〕
・
T
 
■
 
 

が
ん
は
¶
件
の
老
化
】
の
一
租
 
 

蛙
も
が
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
 
 
 

堰
鼻
 
日
本
人
の
2
人
に
1
人
が
 
 

生
塵
に
が
ん
に
な
り
、
3
人
に
1
人
 
 

が
が
ん
で
亡
く
な
る
と
嘗
わ
生
し
い
 
 

ま
す
。
に
も
か
か
わ
▲
k
T
、
が
ん
に
対
 
 

す
る
知
謡
が
少
な
く
、
斑
然
と
し
た
 
 

不
安
な
抱
え
て
い
†
中
人
が
多
い
よ
う
 
 

で
す
。
ま
ず
は
「
が
ん
し
と
は
何
な
の
 
 

か
、
わ
か
り
や
す
′
、
教
え
て
′
＼
だ
さ
い
。
 
 

中
川
 
が
ん
皇
宮
で
官
う
と
「
体
の
 
 

老
化
し
の
一
棟
で
す
。
私
た
ち
の
体
は
 
 

毎
日
、
細
胞
分
裂
を
繰
り
返
し
て
い
 
 

ま
す
が
、
た
ば
こ
や
化
学
物
質
な
ど
 
 

に
よ
っ
て
D
N
A
に
停
が
つ
き
、
突
然
 
 

変
異
で
「
不
死
細
胞
」
が
で
き
ま
す
。
 
 

こ
れ
が
が
ん
欄
胞
で
、
健
康
な
人
で
 
 
 

も
毎
日
約
5
0
0
0
個
も
で
き
る
と
 
 
 

官
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
通
常
は
免
疫
 
 
 

細
胞
が
退
治
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
 
 
 

退
治
し
き
れ
ず
に
、
た
っ
た
一
つ
で
も
 
 
 

生
き
残
る
と
、
1
個
か
2
腐
、
2
個
 
 中川暮・一先生（右）、仰¶さん  

が
4
庖
丁
轟
々
ゲ
ー
ム
で
増
え
て
い
き
、
 
 

や
が
て
「
が
′
ご
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。
 
 

塩
見
 
つ
ま
り
、
経
で
も
が
ん
に
な
 
 

る
リ
ス
ク
は
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
（
．
 
 

中
川
 
は
い
e
日
本
で
は
「
死
」
や
 
 

死
と
直
結
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
あ
ぇ
 
 

が
ん
の
話
題
が
タ
ブ
ー
視
ぎ
れ
て
い
 
 

ま
す
が
、
対
称
が
な
い
た
め
に
、
具
体
 
 

的
な
「
掛
L
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
按
 
 

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
い
ま
だ
に
 
 

「
が
ん
の
治
療
＝
手
術
L
と
い
う
イ
メ
 
 

ー
ジ
が
強
い
よ
う
で
す
が
、
多
J
、
の
が
 
 

ん
は
放
射
線
治
療
で
も
同
じ
く
ら
い
 
 

効
果
が
あ
り
、
件
に
メ
ス
を
い
れ
な
い
 
 

分
、
綿
器
の
機
能
や
美
容
を
保
て
る
 
 

と
い
う
メ
1
1
り
ト
が
あ
り
ま
す
ぅ
乳
が
 
 

ん
の
場
合
は
乳
房
を
残
す
こ
と
が
で
 
 

き
ま
す
し
、
疇
現
が
ん
は
声
を
失
わ
 
 

ず
に
す
み
ま
す
。
ま
た
、
欧
米
に
比
べ
 
 

て
大
き
く
遅
れ
て
い
る
顕
著
な
例
が
 
 
 

子
宮
研
が
ん
で
す
．
性
交
渉
に
よ
る
 
 
 

ウ
イ
ル
ス
感
染
が
主
な
原
因
の
子
宮
 
 
 

頸
が
ん
は
、
ワ
ヶ
手
ン
で
約
7
削
の
感
 
 
 

染
を
防
げ
、
残
り
の
3
剖
も
が
ん
検
 
 
 

診
で
早
期
発
見
す
れ
ば
ほ
と
ん
ど
治
 
 
 

り
ま
す
亡
1
0
0
カ
国
以
上
で
ワ
ク
 
 
 

チ
ン
が
使
用
さ
れ
て
お
け
、
米
由
奉
 
 
 

読
州
な
ど
で
は
無
料
で
予
防
按
観
 
 
 

を
受
け
ら
れ
ま
す
．
日
本
で
も
、
よ
 
 
 

う
や
ノ
、
来
年
の
秋
ご
ろ
に
導
入
苦
れ
 
 
 

る
予
定
で
す
．
、
治
横
も
、
耽
来
で
は
 
 
 

日
本
と
潔
い
放
射
線
が
中
心
で
す
。
 
 
 

塩
見
が
ん
の
知
識
が
浸
透
し
な
い
 
 
 

原
因
の
弓
に
、
医
学
用
語
の
樺
し
さ
 
 
 

が
あ
る
と
憩
う
の
で
す
が
。
 
 

中
川
 
た
し
か
に
そ
の
漣
り
で
す
ね
っ
 
 

－
∽
－
 
 
 

例
え
ば
r
化
学
環
境
J
は
抗
が
ん
削
 
 

を
使
っ
た
治
横
法
の
こ
と
で
す
が
、
耳
 
 

に
す
る
と
「
科
学
」
と
思
っ
て
放
射
線
 
 

治
療
と
流
伺
す
る
人
も
多
い
。
ま
た
、
 
 

「
綬
和
ケ
†
」
も
わ
か
り
に
く
い
と
い
 
 

う
声
を
よ
く
間
ぎ
ま
す
ゥ
簡
単
に
音
 
 

え
ば
「
苦
し
み
を
で
き
る
だ
け
早
い
 
 

時
期
か
ら
や
わ
ら
げ
、
患
者
と
そ
の
 
 

家
族
の
生
活
の
質
を
保
つ
ケ
ア
」
の
こ
 
 

と
：
治
癒
＝
治
す
＋
煎
や
す
」
。
両
 
 

者
の
バ
ラ
、
／
ス
が
大
切
で
、
初
め
か
ら
 
 

心
の
ケ
ア
を
含
め
た
搾
和
ケ
ア
が
必
 
 

要
な
の
で
す
が
、
末
期
が
ん
患
者
を
 
 

対
象
と
L
た
「
終
末
期
医
療
L
と
洪
 
 

解
さ
れ
る
＝
と
も
多
い
。
一
方
、
が
ん
 
 

が
遊
行
し
た
場
合
は
、
医
ポ
用
装
 
 

を
適
切
に
使
っ
て
痛
長
身
－
や
わ
ら
げ
 
 

れ
は
睡
眠
も
慶
事
も
と
れ
、
結
果
的
 
 

に
長
生
き
で
き
る
の
に
、
「
麻
薬
」
と
 
 

問
い
た
だ
け
で
拒
否
す
る
人
も
少
な
 
 

′
、
あ
り
・
ま
せ
ん
ご
し
れ
は
、
難
解
な
 
 

専
門
用
語
を
使
っ
て
き
た
私
た
ち
医
 
 

析
普
に
茨
任
が
あ
る
。
常
に
患
者
さ
 
 
 

ん
の
立
場
に
な
っ
て
、
わ
か
り
や
す
い
 
 
 

言
葉
で
優
し
く
説
明
し
て
い
か
な
け
 
 
 

れ
ば
な
ら
な
い
と
患
っ
て
い
ま
す
，
 
 

早
期
が
ん
を
発
見
で
き
る
 
 

チ
ャ
ン
ス
は
約
l
年
半
 
 
 

塩
見
蹄
年
、
厚
生
労
触
省
が
「
が
 
 

人
相
範
基
本
法
」
牽
施
行
す
る
な
ど
、
 
 

国
有
■
あ
げ
て
の
取
り
組
み
も
始
ま
っ
 
 

て
い
ま
す
ね
。
 
 

中
川
 
「
が
ん
対
照
推
進
基
本
計
画
」
 
 

で
は
、
1
0
年
以
内
の
目
辟
と
し
て
「
が
 
 

人
患
者
や
そ
の
家
族
の
苦
痛
キ
軽
減
 
 

し
て
生
活
の
薯
な
上
げ
る
」
「
7
5
歳
 
 

末
摺
り
が
ん
死
亡
率
一
灯
あ
％
準
㌧
す
し
 
 

の
二
つ
セ
柱
と
丁
モ
い
ま
す
J
・
て
し
て
、
 
 

死
亡
率
を
下
げ
る
た
め
の
具
体
的
な
 
 

数
字
日
揮
と
し
て
「
5
年
以
内
に
が
 
 

ん
険
診
の
実
診
畢
そ
の
％
以
上
に
す
 
 

る
」
し
′
庖
抒
姦
し
た
合
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塩
見
 
が
ん
検
診
は
東
襲
だ
と
い
う
 
 

こ
と
が
、
も
っ
と
週
解
き
れ
な
け
れ
ば
 
 

な
り
ま
せ
ん
ね
り
 
 

中
川
 
が
ん
は
早
期
で
あ
正
ば
、
ほ
 
 

ぼ
完
治
で
き
ま
す
。
早
期
発
見
の
切
 
 

り
札
が
、
が
ん
検
診
な
の
で
す
。
た
だ
、
 
 

1
乍
以
下
の
が
ん
は
見
つ
け
る
の
が
 
 

推
し
′
1
、
早
期
が
ん
と
い
え
H
労
の
は
 
 

2
巧
く
ら
い
ま
で
。
1
代
y
の
が
ん
が
 
 

2
巧
に
成
長
す
る
に
は
、
約
1
年
半
 
 

し
か
か
か
り
ま
せ
ん
。
早
期
が
ん
を
 
 

発
泡
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
は
と
て
も
短
い
 
 

の
で
す
。
し
か
し
、
遁
に
首
え
ば
1
～
 
 

2
年
ご
と
に
が
ん
検
診
を
安
け
れ
ば
、
 
 

が
ん
な
早
期
で
発
見
で
き
、
ほ
ぼ
治
 
 

す
こ
と
が
で
号
官
J
い
え
ま
す
．
－
 
 

塩
見
 
し
か
し
、
厚
生
労
餅
省
の
調
 
 

査
に
よ
る
と
、
平
成
1
8
年
度
の
が
ん
 
 

検
診
費
診
率
は
部
位
に
よ
る
ば
ら
つ
 
 

き
は
あ
り
ま
す
が
、
1
0
％
台
～
か
％
 
 

台
に
と
ご
ま
っ
て
い
ま
す
。
内
閣
府
の
 
 

嗣
査
で
は
、
が
ん
検
診
を
受
け
な
い
 
 

理
由
の
上
位
に
「
健
康
で
異
常
が
な
 
 

い
」
「
検
診
の
手
統
き
や
方
法
、
攻
用
 
 
 

が
わ
か
ら
な
い
L
「
面
倒
だ
」
が
上
が
 
 
 

っ
て
い
ま
す
ぅ
早
期
が
ん
は
自
覚
症
状
 
 
 

が
な
い
の
だ
か
ら
、
節
子
が
悉
く
な
っ
 
 
 

て
か
ら
で
は
遅
い
。
健
康
だ
と
患
っ
て
 
 

い
る
間
に
か
ん
検
診
を
受
け
な
け
れ
 
 

ば
な
ら
な
い
の
に
、
理
解
や
情
報
が
ま
 
 

だ
ま
だ
不
足
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
 
 

発
足
し
た
の
が
、
中
川
先
生
を
座
長
 
 

と
し
、
払
も
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
「
が
ん
に
 
 

関
す
る
普
及
啓
発
懇
談
会
」
で
す
ね
。
 
 

中
川
 
環
境
間
留
て
1
チ
メ
ナ
マ
イ
 
 

ナ
ス
6
％
」
の
翫
の
下
、
多
く
り
企
業
 
 

－  叩
銅
山
〓
川
∞
卯
瓜
〓
動
封
印
∩
 
 

褒
■
■
（
塑
 
 

2人に1人肌がんにな  

る世界一の「がん大円  
ニッポンJ．がんになる  

前にがんを知るための  
バイブル、利】I菖一先  

生讐「がんのひみつJ  

（明日出版社）を抽遭で  

100名様にプレゼント  
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平卿畔脚フロンテ1ア榊根・～壷鈴「≠き盟丈ぷ晰放射知  
手出会さ絆lか；  

三≦日割坤年数笑E・糊け柵年如㌢一汗み引こめ・杜絶上雄サミ珊い。  
や
団
体
が
一
九
と
な
っ
て
C
O
ヱ
削
減
 
 

に
取
り
組
ん
で
成
功
し
て
い
一
匂
例
を
、
 
 

が
ん
検
診
で
も
手
本
に
で
き
な
い
か
 
 

と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
方
法
 
 

の
一
つ
が
、
学
校
で
の
■
「
が
ん
教
育
」
．
、
日
 
 

本
人
の
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